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強化育成委員会 

 

本大会はオークランド（ニュージーランド）にて 11 月 6 日夕刻開会式より始まり、翌 7 日より 16 日ま

での 10 日間で開催されました。競技のカテゴリーは、女子 45+、50+、55+、60+、65+、70+、 

男子 45+、50+、55+、60+ と幅広い年齢層に渡り、130 超のチーム、参加者 3,000 人超という最大規模

の大会となりました。会場は、National Hockey Center の 5 ピッチと Auckland Hockey Association の 2

ピッチが使われましたが、どのピッチも最高の状態で提供されニュージーランドに於けるホッケー環境

の充実をみることができました。 

気候は出発した日本が秋から冬になるのに対し春から夏になる時期であり、ほぼ同じような気温で天気

も大会最終盤で雨天に見舞われましたが、概ね良好でした。 

 

日本からは、男子 50+、60+、60+ IMC (International Masters Cup : 旧 Spirit of Masters)の３チームが

参加しました。 

50+は、昨年初参加したアジアカップ香港大会に続いて初めての World Cup への参加で、新しく有力選

手の加入も見ましたが、まだ各国との力の差はありました。しかし、アジア以外の強豪国との試合経験は

今後の強化に生かせるのでより一層の奮起を期待します。 

60+は、予選リーグで 3 位となり他グループ 3 位との勝ち点差比較で決勝トーナメントには進めません

でした。しかし、大会を通じて 3 勝を挙げ、強豪ドイツ、マレーシアとも 1 点差の接戦を演じ健闘しま

した。なお、本カテゴリーの得点王に、11 点をあげた太刀川選手が選出されました。 

60+IMC は、65+の選手をもとに構成されており、本来 65+の World Cup が開催される南アフリカ大会

への参加を企画していました。しかし、参加希望者不足で本大会の 60+ IMC カテゴリーに変更した経緯

もあり厳しい戦いを余儀なくされましたが、接戦となった試合もあり今後への収穫を得られました。 

 

本大会には、フィジオとして河西さん、桝岡さん、雨宮さんに帯同していただき、日本の帯同審判員とし

てケビンさんが参加しました。また、オークランド在住の山梨学院 OG である森本様には種々コーディ

ネイトやサポートをお願いしました。これらの方々には選手団一同大変お世話になりました。改めて厚

くお礼を申し上げます。 

 

2025 年はアジアカップ開催の年になりますが、開催国がまだ決まっていないこともあり、WMH Glenn 

Paton 会長の呼びかけで香港、シンガポール、スリランカ、日本等のアジア各国が招集され会議を持ち、

各国の意向を 2025 年 1 月までに提出し、それを基に協議を進めることとなりました。 

なお、2026 年の次回 World Cup の開催国もまだ決まっていません。 

  

各チームの成績は以下の通りです。 

 



(50+) 山崎主将、大隅主務 以下 16 名 

 ドイツ、オーストラリア、アルゼンチン他 国代表 14 チームとオーストラリア、ニュージーランド IMC

の 2 チームの計 16 チームが参加。まず 4 チームずつの 4 グループでリーグ戦を行い、上位 2 チームの計

8 チームが決勝トーナメントに進み、各グループ下位 2 チームの計 8 チームが 4 チーム 2 グループに分

かれリーグ戦で順位を決定する。 

 予選リーグ 

 ・ 8 日 マレーシア 1 – 7 ● 

              ・10 日 ニュージーランド 0-5 ● 

       ・11 日 スペイン 1-5 ● 

 順位決定リーグ 

       ・13 日 ニュージーランド IMC 1-2 ● 

       ・14 日 オーストラリア IMC 0-3 ● 

       ・15 日 香港 2-9 ● 

結果、国代表 14 カ国中最下位の 14 位 

 

(60+) 高森主将、山出主務 以下 18 名 

 イングランド、オーストラリア、フランス他 国代表 14 チームが参加。まず 5 チームの 2 グループ、

4 チームの１グループでリーグ戦を行い、各グループ上位 2 チームの計 6 チームと、各グループの 3 位

チームの中での上位２チームが決勝トーナメントに進み、残る 3 位チームと各グループ 4 位チームで順

位決定リーグ戦を行う。各グループの 5 位 2 チームが最下位決定戦を行う。 

 予選リーグ 

 ・ 7 日 ニュージーランド 1-6 ● 

・ 9 日 マレーシア 2-3 ● 

・12 日 シンガポール 10-0 〇 

   予選リーグ 3 位であったが、他のグループ 3 位との勝点比較で決勝トーナメントに進めず。 

 順位決定リーグ戦を行う  

       ・14 日 南アフリカ 4-2 〇 

       ・15 日 シンガポール 7-0 〇 

       ・16 日 ドイツ 2-3 ● 

結果、国代表 14 カ国中 11 位。 

 

（60+IMC）水谷主将、三谷主務、以下 16 名 

ニュージーランド IMC、オーストラリア IMC、イングランド IMC 他 8 チームが参加。4 チームずつ

の 2 グループで予選リーグを戦い、上位 4 チームが決勝トーナメントに進み、下位 4 チームが順位決定

リーグ戦を行う。 

 予選リーグ 

・ 7 日 アライアンス A 1-6 ● 

・ 9 日 ニュージーランド IMC 0-3 ● 



・10 日 イングランド LX 1-3 ● 

 順位決定リーグ 

       ・12 日 オーストラリア IMC 0-2 ● 

       ・13 日 アライアンス A 0-7 ● 

       ・14 日 イングランド LX 0-1 ● 

結果、参加 8 チーム中最下位の 8 位。 

 

以上 


